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【はじめに】グラフェン・カーボンナノチューブなどのナノカーボン材料は、優れた電気的・光

学的特性をもつことから次世代電子・光材料として注目を集めている。多様な構造を示すカーボ

ン材料の一つとして我々は近年、単層グラフェンの性質を保ちつつ三次元構造をもつ多孔質グラ

フェンを開発した 1(Fig. 1)。多孔質グラフェンは 99%を超える高い光吸収率を示し、穴のサイズや

ドーピングを変えることで光・熱物性を制御できる特徴をもつ。我々は以前、多孔質グラフェン

への太陽光照射による蓄熱効果を用いて、水を高効率に蒸発させる興味深い現象を観測した 2。こ

の現象は多孔質グラフェンの穴内部で熱が局在していることを示唆しているが、詳細なメカニズ

ムの解明は未だ成されていない。本発表では、散乱型近接場顕微鏡(s-SNOM)を用いることで、熱

の局在現象をナノスケールで直接観測・解明することに成功したので報告する。 

【実験】周波数 39THzの赤外光照射下での s-SNOMを用いて、多孔質グラフェンの特徴的構造

である穴近傍での近接場赤外光像を測定した。Fig. 2の結果が示すように、グラフェン特有の高

効率な光熱変換による熱(赤外光)近接場信号が穴近傍において弱くなっていることを観測した。

これは穴近傍の歪グラフェンが発熱していないことを示している。一般に歪グラフェンは熱伝導

度が低いため、穴近傍の歪グラフェンが断熱材のように振る舞っていると理解できる。以上の結

果は、穴構造のデザインによって熱を制御する新しい可能性を示している。 
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Fig. 2. Imaging of the nanoporous graphene acquired by the s-SNOM. 

(a) Topographic image and (b) near-field amplitude image (39THz). The 

near-field signal is relatively weak around the pore. 

Fig. 1. (a) Optical image and (b) scanning electron 

microscope image of the nanoporous graphene. 
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